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ＲＩ会長 カール・ヴィルヘルム・ステンハマー「超 我 の 奉 仕 」

◇ 例 会 場 西 武 信 用 金 庫 ・ 村 山 支 店 ２ 階
〒208-0004 武 蔵 村 山 市 本 町 ２ － ９ １－ １

◇ 例 会 日 毎 週 水 曜 日 １２：３０～１３：３０
◇ クラブ事務局
〒208-0004 武 蔵 村 山 市 本 町 ２ － ９ １－ １
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◇ 創 立 1972年7月8日 ◇ 承 認 1972年7月20日
◇ス ポ ン サ ー ク ラ ブ 東 京 立 川 ロ ー タ リー ク ラ ブ
◎ 会 長 後 藤 正 次 ◎ 幹 事 原 田 友 義
○ 副会長 小野寺 一 昭 ○ 副幹事 芦 川 征 史
□ 会報雑誌委員長 比留間 孝司 副委員長 野 島 征

委 員 渡辺 洋司 宮﨑 茂夫

第 1 6 2 4 回 例 会 報 告 （2005年7月13日）

点 鐘

斉 唱

来客紹介

出席報告

（後藤 正次 会長）

7 月は識字率向上月間です。

司 会 比留間 重次 ＳＡＡ副委員長

（後藤 正次 会長）

会 員 数 出席者数 出 席 率 前々回出席率修正

32名 28名 90.33％ な し

奉仕の理想

（ソングリーダー 峯岸 一郎 会員）

（川島 利男 出席副委員長）

○ お客様

○ 事前メーキャップ
清水 高彦 会員（東村山ＲＣ）

会務報告 （後藤 正次 会長）

○ 「地区大会の記録ＤＶＤダイジェスト版」が届いています。

○ 社会奉仕委員会より「社会奉仕活動アンケート」協力の依
頼が届いています。（回答〆切 8月31日）

○ 米山奨学会より「普通寄付のお願い」「奨学生名簿」「学
友の群像」が届いています。

○ 伊奈平苑より盆踊りの案内が届いています。
8月6日（土） 18：00～

○ 心の東京革命推進協議会より
青少年健全育成啓発ポスター・リーフレット等が届いてい

ます。（白板に掲示）

○ 菅生中学校より開校10周年記念誌を頂きました。
○ ＦＲＣ親睦ゴルフ会の案内

8月26日（金）武蔵カントリークラブ（笹井コース）
集合 8：45分 スタート 9：30 会費 7,000円

〆切 8月5日

幹事報告

○ 福生ＲＣより2005-06年度事 業計画書及び2004-05年度
週報を頂きました。

○ 例会変更
・福生ＲＣ 7月27日 → 夜間例会 18：30～ 石川酒造

8月10日 → 休会

・向島ＲＣ及び城東ＲＣより年間変更の案内を頂いております。
○ 「ロータリー情報集」発行の案内を頂いています。

1冊 1,350円

（原田 友義 幹事）

多摩分区 東京東大和Ｒ
Ｃ

ガバナー補佐 分区幹事 直前幹事 直前会



多摩分区ｶﾞﾊﾞﾅｰ補佐 石井作市様、多摩分区幹事 秋間武様
⇒一年間よろしくお願いします。

東京東大和ＲＣ直前会長 守重勝弘様、東京東大和ＲＣ
直前幹事 若林和男様⇒前年度 波多野ガバナー補佐、石

井分区幹事、清水会長、藤野幹事の皆様始め、貴クラブに
は一年間お世話になり、心から御礼申し上げます。

後藤正次会長⇒ガバナー補佐 石井様、分区幹事 秋間様、
先日の会長会では御指導ありがとうございます。又、本日

は御訪問ありがとうございます。
波多野稔会員⇒本日、石井ガバナー補佐、秋間分区幹事様

には、早々のご来会、誠にありがとうごさいます。本年度

のご指導、よろしくお願い致します。昨日、ＩＭの打上げ
には、大勢のご参加をいただき深夜迄ご苦労様でした。

栗原高明会員⇒昨日のＩＭ打上げでＩＭの事業がすべて終
了しました。会員のみなさまのご協力に感謝申し上げます。

田代純則会員⇒商工会主催の花火大会には多額の協賛金あ
りがとうございました。きっと市民も喜んでおります。Ｒ

Ｃ会員、家族お揃いでお出かけ下さい。
峯岸一郎会員⇒昨日ＩＭ打上げは、欠席ですみませんでし

た。これにてＩＭ事業すべて終了ですね。みなさん、お疲
れ様でした。

田中伸彦会員⇒７月１日より新しく大きな仕事を受注いた
しました。毎日徹夜で生産しています。その様な理由で早

退する事をお許し下さい。

◆ 今回計 ５３，０００円 累 計 １８６，０００円

ニコニコＢＯＸ （峯岸 一郎 親睦委員）

当クラブの創立総会は今から34年前

で、当時のメンバーは22名でした。そ

の後、1年後のチャーターナイト迄に

32名になりました。チャーターナイト

は、当時の日産自動車で行われたので

すが、とにかく盛大にしたいという事

で、メンバー全員手分けして参加者の呼びかけを行いました。

その結果、当日は1126名の登録を頂きました。その後、会員

は最大52名迄に至りましたが、現在は又、チャーターナイト

当時と同数になっています。やはり、50名程度の会員数は、

是非とも必要だと思いますので、会員増強に努めたいもので

す。

そもそも私がクラブに入会したのは当時42,3歳の頃で、ロー

タリークラブの事は何もわからず、熱心なお誘いを受ける中

で、その趣旨や出席規定などを知るにつけ、これならお付き

合いできるだろうと考えたからです。それから4～5年後、東

村山クラブが大変立派なクラブである事を受け、当クラブで

も100％出席を目指した事がありました。しかしそれは、無

理を重ねる事もあり、改めて考え直す事になりました。今に

なって考えてみても、当クラブの出席率は、決して悪くはあ

りません。

ロータリークラブとは慈善団体ではなく、職業奉仕をその

柱とするものです。この職業奉仕とは、難しく考える事では

なく、皆さんが日常の仕事を誠実に取り組む事で成り立つも

のと考えられます。ただしこの職業奉仕はなかなか、世間の

目には映りにくく、具体的な奉仕活動とは縁遠くなりがちで

す。そこで、より具体的な奉仕活動を団体として行っていこ

うという趣旨で成立したのが、皆さん御承知の通り、ライオ

ンズクラブなのです。ロータリークラブは、あくまでも個人

としてその奉仕の理想を掲げ実践していくもので、クラブは

それを支える役割を持ちます。にも関わらず、電子辞書、広

辞苑などで「ロータリークラブ」をひいてみても、職業奉仕

との解説は全くありません。100年以上の歴史を持ちながら、

これは大変残念な事です。こうした現状がロータリークラブ

に対して、奉仕活動といっても何をしているのかわからない

という批判につながっているものだと思います。しかし、職

業奉仕を主眼とするのであれば、そうした批判は甘んじて受

け入れても良いのだとも考えます。

もう一つ、ロータリークラブがここ迄発展できたのは、各

会員が一年ごとに色々な委員会の役を担う仕組みがある事だ

と思います。誰か優秀な人を継続的に会長・幹事に据え、後

の人はお金さえ出していれば良いというのでは、ロータリー

クラブに対する理解が深まるはずもありません。以上、メモ

もなく色々とお話しましたが、この後は全員クラブ協議会で

忌憚のない意見の交換をして頂ければと思います。

日頃なかなか話す機会のない、クラブの在り方などにつき、

テーマを絞らず意見を述べるという趣旨で時間が設けられま

した。発表された意見は、以下の通りです。

① 会員数が減少している現状では、それに合わせた事業の見直

しを図るべきである。又、全員クラブ協議会に先立つ理事会

での議論の趣旨をオープンにすべきである。

執行部は予備理事会の開催などを通し、新年度の準備を充分

に行って頂きたい。

② 予算の件について

例えば、9年前の決算書と比較しても、週報など経費がかな

り削減できている現状において、親睦委員会の活動で、とか

く行事毎に一万円などの集金が行われている点は予算組みの

在り方として検討しても良いのではないか。

③ 次年度以降の組織の在り方について

継続事業の議論以前に委員会の数を減少させても良いのでは

ないか。委員会は一つある毎に予算が必ず必要となるという

点からすれば、もっと「小さなクラブ」を目指すべきではな

いか。

第２回 全員クラブ協議会

卓 話 「創立記念月にちなんで」

比留間 昭三 会員

委員会報告

① 会報・雑誌委員会 （比留間 孝司 委員長）

今年度第一回目の週報ができました。内容・体裁について御

意見がありましたら、遠慮なくおっしゃって下さい。又、今

年一年間「ロータリーの友」への関心を高めて頂く為の企画

として毎月第一例会にて、私なりの記事紹介を行いますので、

よろしくお付き合い下さい。

② 田代 純則 会員

商工会主催の花火大会に協賛金を頂き、有難うございます。

産業祭りの件についても、報告がありました。

Ｉ Ｍ の 打 上 げ の 様 子

ご 苦 労 さ ま で し た 。


